
超域イノベーション博士課程プログラム

大阪大学 超域イノベーション博士課程プログラム運営チーム

超域イノベーション博士課程プログラムは、大阪大学の14研究科が連携し、現代社会の複雑な課題解決に資する高度な専門力と汎用力を備えた博士人材を育成を目的

とする横断型教育プログラムである。民間企業、行政、自治体といった市民社会のアクターと協働して実際の社会課題に挑むプロジェクト型授業を実施し、異分野の学

生が協働し解決策を提案する。修了生は学術界にとどまらず、産業界、行政機関などで幅広く活躍しており、新時代の博士人材のモデルとなっている。また、他分野・他

業種をつなぐ新たなネットワークも形成されている。

複雑化する現代社会課題に対し、高度な専門力と汎用力を備えた

博士人材を育成し、超域的人材を継続的に輩出する。それにより、

大学と社会の間に人と知の好循環を生み、「社会と知の統合」を体

現する新たな教育・研究を実現する。

総合知により目指すビジョン / 解決する社会課題

従来の専門教育に加え、システム思考・デザイン思考などのコア科

目、俯瞰力を養う教養科目、国際性を高める海外活動支援、自主活

動支援などを体系的に整備した。企業・自治体・NPOと連携したプ

ロジェクト型科目を実施し、実践的な課題解決力を育成している。

総合知人材の育成方法/育成方法の工夫

① 総合知活用の実践を行う事例 ② 総合知人材の育成を行う事例 ③ 総合知の活用方法の進化を目指す事例

大阪大学の14研究科から大学院生、教員が参加している。14研究

科にまたがる長期的なPhD教育は世界的にも稀で、修了生はネッ

トワークを活かし大学院教育や社会との連携にも貢献している。

「矩」を超えた場づくり/参画しているステークホルダー



超域イノベーション博士課程プログラム
～文理を超えて14研究科を横断する大学院教育～
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